
大学関係法令（学校教育法 抜粋）

１．目的規定

第五十二条 大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授

研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。

２．修業年限

第五十五条 大学の修業年限は、四年とする。ただし、特別の専門事項を教授研究する学部及

び前条の夜間において授業を行う学部については、その修業年限は、四年を超えるものとする

ことができる。

２ 医学、歯学又は獣医学を履修する課程については、前項本文の規定にかかわらず、その修

業年限は、六年とする。

第五十五条の二 大学の学生以外の者として一の大学において一定の単位を修得した者が当該

大学に入学する場合において、当該単位の修得により当該大学の教育課程の一部を履修したと

認められるときは、文部科学大臣の定めるところにより、修得した単位数その他の事項を勘案

して大学が定める期間を修業年限に通算することができる。ただし、その期間は、当該大学の

修業年限の二分の一を超えてはならない

第五十五条の三 大学は、文部科学大臣の定めるところにより、当該大学の学生（第五十五条

第二項に規定する課程に在学するものを除く。）で当該大学に三年（同条第一項ただし書の規

定により修業年限を四年を超えるものとする学部の学生にあつては、三年以上で文部科学大臣

の定める期間）以上在学したもの（これに準ずるものとして文部科学大臣の定める者を含

む。）が、卒業の要件として当該大学の定める単位を優秀な成績で修得したと認める場合に

は、同項の規定にかかわらず、その卒業を認めることができる。

３．学位、称号に係る規定

第六十八条の二 大学（第五十二条の大学に限る。以下この条において同じ。）は、文部科学

大臣の定めるところにより、大学を卒業した者に対し学士の学位を、大学院（専門職大学院を

除く。）の課程を修了した者に対し修士又は博士の学位を、専門職大学院の課程を修了した者

に対し文部科学大臣の定める学位を授与するものとする。



（人）

人文 社会 理学 工学 農学 保健 商船 家政 教育 芸術 その他 合計

411,423 983,478 88,075 456,700 69,516 157,231 801 49,567 135,426 69,335 77,595 2,499,147

（学校基本調査より作成）

大学の分野別学生数（平成１４年度）
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大学（学部）の卒業生の状況（平成１４年度）

設置者別・分野別卒業生数
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（文部科学省「学校基本調査」より作成）

分野別卒業後の進路
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「その他」の内容
　・一時的な仕事に就いた者
　　（アルバイト、パート、契約社員等）
　・研究生として学校に残った者
　・専修学校等への進学者
　・不詳の者　　等



就 職 状 況 の 変 化 

      

 

（出所）文部科学省「学校基本調査」 
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